
（１）車輌事故 【会社安全方針】
「人間尊重」と「すべてに優先する安全」の精神のもと、センコーグループ安全方針に沿って、法令・ルール・基本動作を守り、

総件数 道路上事故 確認を省略せず、危険を早期に発見・是正し、車両事故・労働災害・残酒反応・健康起因事故を未然に防ぐ。

阪神センコー 121.9 6,777,876 18 6 0.89 また、本社・営業所・現場・協力会社が一体となり、教育・点呼・巡視・是正を徹底し、管理責任による事故を発生させ

協力会社 ― 7 1 ず、安全文化を根付かせる。

合計 122 台 6,777,876 25件 7件

（２）労働災害 1．目標

1）車両事故発生　ゼロ（協力会社含む）

総件数 休業4日以上 重点目標：道路上の車両事故「ゼロ」

社員 220 549,216 9 5 9.10 重点課題：後退前下車確認、発進前周囲確認、防衛運転の実践を徹底する

直ﾊﾟｰﾄ 20 28,813 1 1 34.71 　　　※具体的指標：道路上の車輌事故度数率 2）労働災害発生　ゼロ

派遣社員 35 57,778 3 1 17.31 重点目標：休業4日以上の災害「ゼロ」

協力会社社員 0 ― 1 ― 　　　 重点課題：現場の危険源を早期発見し、リスクアセスメントにより早期是正する

合計 275 人 635,807 14件 7件 3）残酒反応発生　ゼロ

（３）残酒反応（車輌営業所のみ） 件 達成状況 重点課題：プロ意識を持ち、業務前日は絶対に飲酒しない

0 達成 点呼時の体調確認、呼びかけを徹底する

（４）安全実力度評価 達成状況 4）健康起因事故　ゼロ

法適合率 98.4% 改善率 100% 未改善 0件 ー 重点課題：2次検診受診、就業判定、乗務可否確認を確実に行う

社内適合 99.5% 改善率 100% 未改善 0件 ー 　　　※具体的指標：休業4日以上の労働災害度数率 5）管理責任による事故　ゼロ

【次年度持越し課題】 重点課題：教育未実施、巡視不足、是正遅れ、ルール逸脱放置をなくす

 ・ 各営業所の状況に左右されず同一基準で評価できるよう、評価基準・評価手順の 6）安全管理体制の形骸化防止

　 統一と運用ルールの明確化を進める。 重点課題：安全管理者、荷役災害防止担当者、化学物質管理者、熱中症予防管理者、

運行管理者、整備管理者、衛生管理者、安全衛生推進者等が本来の役割を再認識し、

 ・ 基準未達を生じさせないよう、不足ポジションの補充を含めた組織体制の整備と 形骸化させることなく安全文化を根付かせる

　 役割分担の見直しを進める｡ 7）その他　※あらゆる安全活動を推進または支援し、危険要因を除去する

①安全管理システムを活用した各営業所取組事項の進捗確認

（５）リスクアセスメント 達成状況 　　　　　　　　　　　 ・残酒反応　　　　ゼロ ②本社安全担当・トレーナー・営業所管理者による現場従業員への指導・教育支援

8件 未達 ③巡視・リスクアセスメント・HHK（ヒヤリ・ハット・キガカリ）による危険要因の早期発見・是正

1件 ー ◎品質事故　　　　重大品質事故　　ゼロ
達成状況 　　　　　　　　　　　・事故件数　　　　対前年30％以上削減 1）重大品質事故　　　1件 ⇒ 0件

0件 1件 未達 　　　　　　　　　　　・貨物事故費　　 対前年30％以上削減 2）品質事故件数　　　対前年30％以上削減　44件 ⇒ 30件以下

26件 44件 未達               　　　　　(立替金含む） 3）貨物事故費（立替金含む）　対前年30％以上削減　3,501千円 ⇒ 2,451千円以下  

3,611千円 570千円 達成 4）盗難・紛失事故　　ゼロ

1,608千円 2,931千円 未達

（７）環境活動 達成状況 ● 環境施策の具現化・取り組み強化 1）環境関連法令・マニフェスト管理　100％実施

車両CO2排出（前年▲1％） 3,745t-CO2 結果 3,770t-CO2 未達 　　・Scope1⇒最新DSL代替、環境優良車(EV等)導入、内燃式ﾘﾌﾄ電動化、省燃費タイヤ利用推進 2）CO2排出量　2025年度比1％削減　3,770t-CO2 ⇒ 3,732t-CO2

車両燃費向上（2.5％向上） 4.83km/L 結果 4.64km/L 未達   　・Scope2⇒電力再エネ化、環境対応設備(LED照明、最新空調等)導入、省電力活動 3）トラック燃費　2025年度比2.0％向上　4.64km/L ⇒ 4.73km/L

37.27t 結果 22.18t 達成 　　・Scope3⇒廃棄物管理強化・ﾙｰﾌﾟﾘｻｲｸﾙ・更生ﾀｲﾔ導入 4）廃棄物排出量　2025年度比5％削減　22.18t ⇒ 21.07t

50%以上 結果 54% 達成 　　・社内CO₂削減目標 5）リサイクル率　2025年度比向上　54％ ⇒ 55％以上

6）油洩れ等の環境汚染防止策の推進

（８）衛生活動 達成状況 7）ムダな電力消費の削減（職場でのこまめな消灯など）

　喫煙率 16.70% 48.0% 未達 8）各営業所で清掃活動等を積極的に推進する

　高ストレス者率 13.70% 21.0% 未達

　2次検査受診率 100% 75.4% 未達 1）熱中症発生者 ゼロ

2.ドライバー時間外労働（960Ｈ）車輌営業所のみ 達成状況 2）照度測定 100％実施

対象営業所/ドライバー数 6営業所 103人 　　　◎熱中症発生者 ゼロ 3）騒音測定　 100％実施（該当事業所）

発生営業所/ドライバー数 0営業所 0人 　　　◎照度 照度測定　100％実施 4）深夜業従事者健康診断　 100％受診

3.社長　振り返りコメント（マネジメントレビュー） 　　　◎騒音 騒音測定　100％実施 5）健診事後措置　 2次検診100％・就業判定100％

（安全・品質・環境・衛生に基づく課題） 　　　◎粉じん 粉じん測定　100％実施 6）時間外労働の適正管理　 徹底

・2025年度については、車輌事故、労働災害ともに件数だけで見ると、 　　　◎特殊健康診断 受診率　100％ 7）全職種：月間時間外労働100時間超 禁止

　対前年と比較して悪い結果になってしまったことを反省しております。 　　　◎健康診断事後措置 2次検査　100％受診 8）全職種：平均80時間超 禁止

　また、衛生活動においても目標から大きく未達であったこと、特に２次検査受診率が 就業判定　100％ 9）事務系・OP系：月42時間超の抑制、特別条項45時間超（上限78時間）・年6回超　　　禁止

　100%でなかったことは管理不足であったと受け止めております。 　　　

　2026年度は新社長の下、全項目で目標達成できることを期待しております。

【会社衛生・健康目標】

達成

目標 結果

【会社品質目標】

【会社環境目標】

【センコーグループ 衛生・健康目標】

2025年度リスク完了数

姫路営業所分は混載処理のため、当年度はリサイクル率0％として集計した。

産業廃棄物リサイクル率向上

産廃排出量（前年▲10％）

【センコーグループ 環境目標】
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2025年度の振り返り（2026年2月28日時点） 2026年度　安全品質環境衛生指針及び目標
1.安全・品質・環境・衛生活動結果 【センコーグループ安全方針】 【阪神センコー運輸株式会社　安全品質環境衛生方針・目標】

立案

作成日　2026年3月16日

2026年度　阪神センコー運輸株式会社 安全品質環境衛生管理 活動計画書
社長承認

改訂日　○年○月○日

目標
2024年度比

50%削減

目標

2025年度

結果

【センコーグループ安全品質　目標】
◎車輌事故  死亡事故　ゼロ

◎労働災害　死亡労災　ゼロ

◎その他　　　　　　・ドライバー年間時間外労働960時間厳守

総労働

時間
度数率 達成状況



作成日　2026年3月16日

改訂日　○年○月○日

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

　会議体

毎月開催 計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 振返り 〇 〇 〇 〇 〇

安全衛生委員会開催 安全・品質・環境・衛生に係る課題の審議および管理状況の確認 関係者周知 実施

計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

関西エリア安全担当連絡会議参加 センコーグループ関西エリアの安全・品質・環境に関する情報共有および施策確認 実施

計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

各事業所主催安全会議参加 阪神センコー運輸各事業所主催の安全会議に参加し、必要事項を所内展開する 実施

本社 計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

管理職会議開催 安全・衛生・労務に関する重点事項の周知・共有 各事業所管理職 実施

センコー主催の各種会議・説明会・研修に参加し、必要事項の情報収集および 安全品質環境管理部 計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

センコー主催各種会議・説明会・研修参加 社内展開を行う センコー各部 実施

本社安全担当 計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

事故対策会議 事故発生後、関係部門で原因確認を行い、再発防止策を検討・策定する 事故惹起営業所 実施

　安全管理活動

計画 〇 〇 〇 〇

安全品質環境衛生管理活動計画の作成・進捗確認・見直し 当社の安全方針の周知および各営業所活動計画の作成・進捗確認・見直しを行う 実施

本社安全担当 計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

安全管理体制の実施状況確認・安全実力度評価（社内基準） 各営業所安全活動確認（体制・施策・帳票・定例報告周知連絡事項・教育訓練など） 各事業所管理職 実施

安全管理者および各事業所の所長・職長が職場巡視・巡回を行い、作業実態、ルール順守、 毎週実施 計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

安全管理者・所長・職長・班長による職場巡視・巡回実施 設備状況等を確認し、不備事項の是正につなげる 是正確認 実施

トップ診断巡回、CS品質巡回、定期職場巡視により、安全・品質に関する実施状況を 安全担当・社長 計画

職場巡視・巡回パトロール実施 確認し、不備事項の是正につなげる CS担当 実施

法定事項（届出・講習・運行管理・防火管理・施設管理・設備管理・作業環境測定等） 本社各部 計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

コンプライアンス・法令順守関連確認・安全実力度評価（法定事項） の実施状況を確認し、不備事項の是正につなげる 各事業所管理職 実施

重大リスク登録シート、緊急事態予見リスト、緊急連絡体制表、自衛防災組織図等の 各事業所 計画 〇 〇 〇

危機管理対応 整備・更新状況を確認する 本社安全担当 実施

作成 各事業所 計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

各営業所教育訓練計画・教育管理DB登録の進捗確認 人材育成を狙った実施状況から記録・理解度・効果・DB登録・見直しなど確認 更新確認 本社安全担当 実施

本社またはセンコー主催のスローガン、安全・健康イベント、技能コンテスト、教育訓練、 周知・募集・ 各事業所 計画

本社企画安全・健康イベント参加 研修等の周知・参加対応を行う。あわせて、45歳以上対象の転び予防を推進する 集約・報告 本社安全担当 実施

各事業所 計画

トレーナー制度活用 地区訓練、乗務認定、コーチング、添乗指導等を通じ、知識・技能の標準化を推進する 本社安全担当 実施

リスクアセスメント、一人KYシート、HHK、配送業務ごとのミーティング等による事故・ 各事業所管理者 計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

各事業所の車両事故・品質事故・労働災害予防活動状況確認 労働災害予防および安全文化定着の実施状況を確認する 本社安全担当 実施

類似事故防止と重大・悲惨な人身事故の未然防止のため、事故情報を各事業所へ周知 各事業所管理者 計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

グループ会社事故情報の活用 する。人身事故については映像を用いてドライバーへ周知し、記録簿への署名により確認を行う 本社安全担当 実施

各事業所が安全衛生委員会で5S活動・CS活動・ES活動の取組状況を発表し、 本社安全担当 計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5S活動・CS活動・ES活動による職場環境改善と安全意識向上 その内容を確認のうえ、必要な支援・是正につなげる 各事業所管理職 実施

軽油、バッテリー液、フォークリフト用LPガス等の保管・取扱い・教育・緊急時対応を確認し、 本社安全担当 計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

化学物質・危険物の適正管理とリスク低減 必要な是正と支援を行う。あわせて、将来の危険物輸送業務に備えた管理体制整備を進める 各事業所管理職 実施

荷主所有機械のメンテナンスや契約にない作業、手順書に記載のないイレギュラー作業を 本社安全担当 計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

機械・設備に係る契約外作業・非定常作業の防止 行わせないよう、作業範囲の明確化と周知徹底を行う 各事業所管理職 実施

重点実施項目①労働災害防止 計画

管理者巡視により現場の潜在リスクを早期発見し早期是正する 各営業所現場で基本・ルールが守れているか確認、潜在リスクの発見など 実施

＊フォークリフトと人との衝突・接触による人身事故 ①事故の傾向を分析する（事故の型、経験年数、車種、発生場所など） 計画 ○

実施

②分析結果から教育訓練カリキュラムをトレーナーと一緒に作成する 計画 ○ ○

実施

③地区訓練及び乗務認定（評価）の教育計画作成と実施 計画 ○

　　対象者リストの作成 実施

④教育動画の作成、教育実施 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実施

⑤歩者分離できていない場所のリストを作成し、改善の優先順位を決定する 計画 ○ ○

実施

⑥作業方法の見直し実施 計画 ○ ○

実施

⑦作業計画書の点検、更新 計画 ○

実施

⑧先進安全設備の導入（導入台数の把握～セ商事と調整～導入） 計画

実施

⑨啓蒙ポスターの作成、掲示 計画 ○

実施

重点実施項目②車輛営業所の車両事故防止 トレーナーによる経験３年未満直営ドライバーへの教育機会充実 車両班長・職長 計画

プロドライバー意識を持たせ、防衛運転の実践（行動）につなげる 安全運転トレーナー 実施

　　　１）車輌事故撲滅 ①事故の傾向を分析する（事故の型、経験年数、車種、発生場所など） 計画 ○

➊追突事故 実施

➋交差点での歩行者、二輪車との人身事故 ②分析結果から教育訓練カリキュラムをトレーナーと一緒に作成する 計画 ○ ○

❸後退事故（特に静止物） 実施

➍オーバーハング・内輪差起因事故 ③センコー流シートによる訓練計画、実施（地区訓練など） 計画

実施

④経験年数2年未満を対象とした教育訓練カリキュラムの作成 計画 ○ ○

※対象者リスト作成 実施

⑤ドラレコで運転行動の確認及び指導教育 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実施

⑥啓蒙ポスターの作成、掲示 計画 ○

実施

重点実施項目③構内・配送先の後退／発進事故防止 管理者パトロールで、構内・配送先の後退前／発進前の安全確認を確認する。 計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

管理者巡視により「後退前の下車確認」「発進前の周囲確認」の実施を確認 後退前＝下車確認（不安時は複数回）／発進前＝周囲・上空確認。 実施

④加工作業の実態把握と是正 ①事故の傾向を分析する（事故の型、経験年数、車種、発生場所など） 計画 ○

＊機械、設備が起因する挟まれ、巻き込まれ災害 実施

②異常発生時(非定常作業）の契約書確認と改訂 計画 ○

実施

③作業手順書作成状況の点検と改訂 計画 ○ ○ ○

実施

④パトロールによるリスクの洗い出し 計画 ○ ○ ○ ○

実施

⑤本質的、工学的対策（物理的にリスク低減できる対策）の検討～実施 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実施

⑥決定事項の教育実施 計画 ○ ○ ○ ○

実施

⑦啓蒙ポスターの作成、掲示 計画 ○

実施

　　　安全運転成績の向上 ①Bランク以下、速度超過発生者への個別指導 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実施

②指導後の改善状況確認 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実施

③道路区分の適正チェック、指導 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　・高速、有料、一般の適正な設定による走行 実施

　　　１）新規立ち上げ拠点の事前確認 ①本社安全担当および関係部門へ、新規拠点・新規業務の内容を事前共有する 計画

　　 実施

②作業環境、作業手順、職場ルール等の整備 計画

実施

③立ち上げ前の従事者教育の実施 計画

実施

④遵守事項の定期パトロール実施（本社安全担当との合同確認を含む） 該当事業所 計画

各事業所管理者 実施

　　　１）エリア安全品質環境担当者連絡会議でのエリア課題改善推進 ①エリア会議への参加 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実施

　　　２）エリア内の良い取り組み、長所の共有・水平展開 ①エリア内での情報共有 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実施

②交換パトロールの実施 計画 計画に基づき実施

実施

　　　１）ドライバー時間外労働960H/年の発生率0％達成 ①超勤時間の確認と定期的な運行ダイヤの見直し 計画

実施

　　　２）改善基準告示の遵守状況の確認と改善 ①遵守状況の確認と違反運行による改善と指導 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実施

　　　１）出勤指令時間後の点呼実施 ①出勤指令時間前点呼の有無の確認と改善指導 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実施

　　　2）残酒反応ゼロの継続 ①15分ルール教育及び懲罰の周知 計画

実施

　　　３）乗務前点呼時の血圧管理基準の徹底 ①血圧管理基準（最高血圧値160未満・最低血圧値100未満）の教育 計画

実施

　　　１）化学物質管理者及び保護具着用管理責任者の選任・管理 講習受講者を中心に各該当事業所で化学物質管理者を選任し、 未選任事業所の 該当事業所 計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あわせて保護具着用管理責任者の選任・管理を進める。未選任事業所は早期解消を図る 解消 本社安全担当 実施

②保護具着用管理責任者の選任 計画 選任

実施

　　　２）重大なる潜在リスクの抽出と是正 化学物質・危険物の保管、取扱い、作業手順等に関する潜在リスクを抽出し、 該当事業所 計画

必要な是正を行う 本社安全担当 実施

　　　３）事業所内化学物質・危険物管理の運用 ①軽油・バッテリー液・フォークリフト用LPガス等の保管・取扱いチェック実施 化学物質管理者 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

該当事業所管理職 実施

　　　４）化学物質・危険物に係る教育の実施 ①化学物質・危険物の取扱教育実施 計画

実施

　　　１）リスクアセスメントによる職場環境改善 ①墜落・転落・転倒・腰痛を重点としたリスク特定・評価・改善実施 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※高年齢労働者に配慮した労働災害防止のため 実施

（４）全従業員が安心・安全に働ける職場環境の構築とESの向上

継続実施 各事業所管理職

100%受講 該当事業所
対象者確認～教育訓練計画書作成～日程調整～受講～資格取得一覧（法的資格能力管理表）更新

100%実施
抽出～是正

毎月確認

（３）化学物質・危険物管理体制の整備とリスク低減
日程調整～教育訓練計画書作成～受講～資格取得一覧（法的資格能力管理表）更新

無資格者ゼロ 該当事業所

残酒反応ゼロ 車輌営業所
雇入れ時教育及び定期的な周知

100％遵守 車輌営業所
定期的な血圧管理基準教育

100%実施 車輌営業所

（２）点呼運用ルール（運行管理規程）の厳守及び管理強化

点呼実施率100％ 車輌営業所

100%実施 安全品質環境担当

２．コンプライアンスとローリスクな物流体制を構築し、更なる企業価値を創造する

（１）改善基準告示・ドライバ―時間外労働960時間上限規制遵守

100%実施 車輌営業所
月間平均80ｈ超過者のチェックと削減対策の実施

（４）連絡会議等を通じた長所の水平展開による安全シナジー創出

100%参加 安全品質環境担当

100%実施 安全品質環境担当

100%実施 該当事業所
都度

100%実施
都度

（３）新規立ち上げ拠点及び業務の安全管理体制

100%実施 該当事業所
都度

100%実施 該当事業所
都度

全員Aランク 車輌事業所

100%実施 車輌事業所

100%実施 車輌事業所

100%実施 該当事業所

100%実施 該当事業所

（２）事故多発及び監査等での指摘事項の多い部門への指導・支援

100%実施 該当事業所

100%実施 該当事業所

100%実施 該当事業所

車輌営業所

100%実施 該当事業所

100%実施 該当事業所

100％作成 車輌営業所

100%実施 車輌営業所

100%実施 車輌営業所

毎月確認

100％作成 車輌営業所

100%実施 車輌営業所
地区訓練計画～実施

100%実施 倉庫事業所

把握～計画～導入

100%実施 車輌営業所

毎月確認

企画、確認

100%実施 倉庫事業所

100%実施 倉庫事業所

計画導入100％ 倉庫事業所

100%実施 倉庫事業所

100%実施 倉庫事業所

100%実施 倉庫事業所

（１）重大車輌事故・重大労働災害及び多発車輌事故撲滅推進

順守・是正確認

作成確認

調整・推進

活動確認

周知、内容確認

毎月確認

毎月確認

毎月確認

各事業所

100%実施 倉庫事業所

100％作成 倉庫事業所

スケジュール

2026年度　阪神センコー運輸株式会社 安全品質環境衛生管理 活動計画書

重点実施項目 内容 目標 実施部門

本社安全担当

本社安全担当

毎週確認 各事業所管理者

毎月参加

毎月参加

毎月確認

都度参加

発生後3日以内

関西業務センター

各事業所

全員周知

毎月確認



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

スケジュール重点実施項目 内容 目標 実施部門

　　　２）リスクアセスメント研修 ①センコー主催研修への参加および必要事業所への展開 本社安全担当 計画

該当事業所管理職 受講

　　　３）ＨＨＫ活動の実施とフィードバックの徹底 HHKを共有し、是正が必要な事項は即時是正する。評価者による確認と職長フィードバックを 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

行い、掲示・署名確認・分析集約を実施する 実施

　　　４）動画KYを活用した事故・労災未然防止 ①点呼時または教育時の実施 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実施

　　　５）熱中症予防教育と対策実施 ①統括産業医による熱中症予防教育の受講 計画 受講

※新たに熱中症予防管理者を選任する場合は全て計画してください 実施

　継続して選任される者が在籍する事業所は②③を計画してください ②熱中症発生時の対応手順・連絡体制の周知徹底 計画

実施

③WBGT値確認、水分・塩分補給、休憩確保等の対策実施 計画 （必要に応じ延長）

実施

　　　１）ドライバー健康管理システムによる定健事後措置及び要治療者・ 計画

　　　　　　　　※2次検診対象者管理の徹底 ②2次検診対象者を看護師と共有し、一覧表を作成のうえ受診状況を管理する 実施

　　　２）SAS管理システムによるスクリーニング検査・PSG検査の実施 ①スクリーニング検査対象者の把握および受診状況確認 計画

実施

②PSG検査対象者の受診および要治療者の事後措置 計画

実施

　　　３）派遣ドライバーの乗務認定基準による健康管理強化 ①健康診断結果による乗務資格の確認 計画

　※派遣ドライバーを雇用している場合のみ計画 実施

　　　4）健康増進活動 ①転び予防、生活習慣改善等の健康増進活動の企画・実施 本社安全担当 計画

各事業所 実施

　　　１）災害（自然災害）発生時の防災避難体制の整備 ①避難・防災訓練の計画・実施（通報・消火・避難・停電時の避難を含む） 計画 転入者・中途採用者へは随時実施

実施

②危機管理体制・BCPの作成および更新 本社安全担当 計画 　作成・更新

各事業所管理職 実施

④防災・減災設備の点検および未整備箇所の改善 計画

防災・減災設備の点検を行い、不足や不備がある箇所は改善する 実施

　　　１）リーチドアの導入（3か年計画）※今年度導入予定事業所のみ ①把握～計画～予算化～導入 ※センコー公文書（2024.12.20 リーチドア設置基準） 計画

※センコー公文書（2024.12.20 リーチドア設置基準）準拠 実施

①安全装備（カメラ・警報装置等）の把握～導入計画作成～予算化～導入推進 計画

実施

　　　３）フォークリフト安全AIカメラ等の装着 ①後方作業者検知AIカメラ等の装着計画作成～予算化～本社調整～装着 計画

※公文書（2026.2.10）に基づき対応 実施

　　　１）M365安環メニューの活用推進 ①リスクアセスメント、ドライバー健康管理、車両事故、労働災害、教育管理等の登録・ 計画

※活用徹底 実施

　　　１）トレーナー体制の整備　　補足（トレーナー選任の考え方） ①養成対象者の選定（養成対象者・所属所長・人事部・本社安全担当と調整） 該当事業所 計画 対象者選定

・従来の基準に加え、一定の乗務経験と安全実績を選任要件とする 本社管理部門 実施

・過去1年間の無事故・無災害・残酒反応なしを必須条件とする ②養成訓練への参加（所属所長・人事部・本社安全担当と調整） 該当事業所 計画

・社外コンテスト出場者・出場予定者を優先候補とする 本社安全担当 実施

　　　２）地区訓練・業務別教育の実施 ①上期中に地区訓練・業務別教育を実施し、安全レベルの底上げを図る 計画 上期実施～システム登録

※中途採用者は随時実施 実施

　　　３）乗務認定の実施と認定前実務指導の充実 ①認定基準に基づく実務指導および乗務認定の実施 トレーナー 計画

該当事業所 実施

　　　４）動画編集システム活用による安全・品質教育 ①動画編集システムの整備・活用（センコー安全品質環境管理部と連携） 安全品質環境管理部 計画

該当事業所 実施

②動画KYを用いた教育実施 計画

実施

　　　１）ドライバー安全教育へのEラーニング導入・活用推進 ①姫路営業所での運用を踏まえ、教育機会の確保と教育内容の平準化を図るため、 対象事業所100％ 計画

　※導入を検討している事業所は計画してください X-Mile社Eラーニング（12項目、初任教育、テールゲートリフター教育）の導入・活用を推進 導入計画作成 実施

　　　１）センコー主催 安全担当者研修参加 ①研修参加 安全品質環境管理部 計画 集合 集合

本社安全担当 実施

　　　２）センコー主催 安全担当者連絡会議参加 ①連絡会議参加 安全品質環境管理部 計画 リモート リモート

本社安全担当 実施

　　　３）センコー主催 新任安全担当者研修参加 ①研修参加 安全品質環境管理部 計画 集合

該当事業所 実施

　　　４）センコー主催 運行管理者研修参加（新任・谷間） ①研修参加 計画 新任 谷間

実施

　　　５）センコー主催 安全実力度評価者研修参加 ①研修参加 安全品質環境管理部 計画 集合

本社安全担当 実施

　　　６）センコー主催 危険品責任者連絡会議参加 ①連絡会議参加 安全品質環境管理部 計画 集合 リモート リモート リモート

本社安全担当 実施

　　　１）管理レベル向上に向けた研修会 ①参加 安全品質環境管理部 計画 集合 集合

本社安全担当 実施

　　　１）センコーグループ技能コンテスト２０２６ ①公文書に基づき案内・募集を行い、自己研鑽と安全文化醸成のため積極的な 本社安全担当 計画 案内～募集～地区選抜～出場支援 11、12

出場を促す 該当事業所 実施

　　　２）全国ドライバーコンテスト・リフトコンテスト出場選手強化訓練 ①出場選手への強化訓練実施 人事部人材開発G 計画 強化訓練実施

該当事業所 実施

　　　３）グループ会社人身事故情報の共有 ①グループ会社で発生した人身事故については、関係者（管理側・現場側・パート・ 計画 都度

派遣を含む）が必ず視聴を行い、事故の内容・原因・対策を共有する 実施

　　　４）荷主勧告制度対応 ①発生要因分析と改善対策実施 計画 都度　※該当時のみ計画

実施

　　　５）センコー流改定・制定の推進 ①トレーナーの中から選任された者をメンバーとするセンコー流標準化委員会への 計画 リモート 集合

※標準化委員会メンバー該当事業所のみ計画 参加および内容展開 実施

　　　６）協力会社安全連絡協議会の開催と教育ツール提供推進 ①協力会社安全連絡協議会の開催および教育ツールの提供 計画 開催～情報共有～教育ツール提供

実施

　品質管理活動
1）品質管理活動計画の作成・進捗確認・見直し 当社品質方針の周知および各事業所の品質管理活動計画の確認・見直しを行う 本社安全担当 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※計画は4月～3月まで○、実施は実施月に● 各事業所管理職 実施

2）品質事故情報の収集・共有 品質事故・クレーム情報を収集し、各事業所へ周知して再発防止につなげる 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※計画は4月～3月まで○、実施は実施月に● 実施

3）盗難防止対策の実施 各事業所管理職が、自社従業員に対し、荷物・製品の盗難防止に向けた保管・施錠・ 各事業所管理職 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

確認ルールの周知徹底を行い、必要に応じて教育を実施する 自社従業員 実施

4）協力会社に対する教育・安全パトロールの実施 各事業所管理職が、協力会社の管理者および作業従事者に対し、品質事故防止に向けた 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育・注意喚起・安全パトロールを実施する 実施

　環境管理活動
1）環境活動計画の作成・進捗確認・見直し 当社環境目標を周知し、各事業所の環境活動計画の確認・見直しを行う 本社安全担当 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各事業所管理職 実施

2）CO2排出量・燃費改善活動の推進 車両CO2排出量削減および燃費改善に向けた取組状況を確認し、推進する 本社安全担当 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各事業所管理職 実施

3）産業廃棄物排出量削減・リサイクル率向上 産業廃棄物の排出量削減およびリサイクル率向上に向けた取組を進める 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実施

4）環境関係法令の順守確認 産業廃棄物管理、マニフェスト、届出等の環境関連法令の順守状況を確認する 本社安全担当 計画 都度確認
各事業所管理職 実施

5）本社企画環境イベント参加 本社またはセンコー主催の環境活動、啓発活動等への参加・周知を行う 計画 毎回参加

実施

6）環境配慮・ムダ削減活動の推進 電気・紙・資材等のムダを減らし、職場でできる環境改善活動を推進する 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実施

　衛生管理活動

１）熱中症予防対策の実施 ①統括産業医による熱中症予防教育の受講 安全品質環境管理部 計画 受講

各事業所選任者 実施

②熱中症予防管理者による熱中症予防教育の実施 熱中症予防管理者 計画 役割確認～教育実施

各事業所対象者 実施

③WBGT値確認、水分・塩分補給、休憩確保等の対策実施 熱中症予防管理者 計画 実施 必要に応じ延長

各事業所管理者 実施

２）照度測定の実施（6カ月毎） ①照度計による照度測定の実施 計画 測定 測定

　（事務所作業300lx以上、倉庫内は社内基準に基づき確認） 実施

②基準未満箇所の改善 計画

実施

　　　 ３）粉じん作業の環境測定と改善 ※当社は粉じん作業がないため、2026年度は該当なし。 計画

粉じん作業が発生した場合は必要な測定・改善を実施する 実施

　　　 4）騒音による環境測定と改善（1回/年） ①対象箇所の測定および改善 計画

　※85㏈以上は1回/6カ月毎 ※騒音作業がある事業所のみ計画 実施

5）深夜業従事者健康診断の実施 ①業務歴調査表の作成 計画

実施

②産業医による健康診断の実施（該当者の確認） 計画 計画に基づき実施

※該当者は1回／6カ月毎に実施　※深夜業は特定業務従事者健康診断として管理 実施

6）安全衛生推進者等による職場パトロールの実施および改善 ①職場パトロールの実施および報告書作成 安全衛生推進者等 計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各事業所管理職 実施

  ※事業場規模に応じて、衛生管理者または安全衛生推進者等が実施する ②環境不備への対応 安全衛生推進者等 計画

各事業所管理職 実施

１）2次検診対象者の受診管理 ①2次検診対象者の把握と受診指示 計画

実施

②受診状況の確認と未受診者への指導 計画

※2次検診対象者は看護師と共有し、一覧管理により受診状況を管理する 実施

２）健診結果に基づく就業判定・乗務可否確認 ①健診結果に基づく就業判定状況確認（健康診断実施後3カ月以内） 安全衛生推進者等 計画

※トラック・フォークリフト乗務の可否に反映する 各事業所管理職 実施
100%完了

就業判定確認～乗務可否反映

100%改善
不備確認～改善

（２）健康起因事故防止に向けた健康診断事後措置管理の徹底

100%受診 該当事業所管理職
対象者確認～受診指示

調査表の作成

100%受診 該当事業所

100%作成

100%実施 該当事業所管理職

100%作成 該当事業所管理職

100%受診 該当事業所管理職
受診状況確認～未受診者指導

（１）作業者の安全と健康を守るための作業環境整備

100%受講

100%実施 各事業所管理職

100%改善 各事業所管理職
測定結果に基づく改善

100%実施

発生者ゼロ

該当なし 各事業所管理職

都度確認

毎回参加

毎月確認

各事業所管理職

対象者100％実施

100％実施

（４）車輌営業所管理者のレベルアップ教育

100%参加

６．その他

本社安全担当

各事業所管理職

毎月確認

毎月確認 本社安全担当

重大品質事故ゼロ

100％実施 各事業所管理職

毎月確認

毎月確認

毎月確認

100%参加 安全品質環境管理部

100%参加

100%参加

積極参加

100％対応 該当事業所

該当事業所

100%実施 車輌事業所

100%実施 該当事業所

100%参加

100%参加

100%参加

（２）Eラーニング等による効果的かつ効率的な教育方法の検証及び導入推進

車輌事業所
導入計画～導入

（３）安全管理要員のレベルアップ教育の継続推進

100%
内容確認～導入準備～活用開始

100% 該当事業所
題材選定～動画作成～教育実施

対象者全員100％受講
該当事業所・トレーナー

・本社安全担当

対象者全員100％認定
計画～実務指導～乗務認定～システム登録

選任

100%参加
調整～参加

４．安全関連システムの活用促進を図り、安全管理の見える化を推進

（１）各安全関連システムの活用推進による情報管理の徹底

100％登録 全事業所

５．教育・訓練体制の拡充と、教育方法の改善推進

実施後速やかに登録

対象事業所100％ 倉庫事業所
計画～予算化～調整～装着

３．安全先進技術の継続した導入推進と、人と技術の融合による安全且つ環境にも優しい職場・労働環境の構築

（１）新たな安全先進技術の情報収集及び導入推進

計画事業所100％ 倉庫事業所
把握～計画～予算化～導入

（１）教育・訓練体制の更なる充実

100％作成・更新

100%実施 該当事業所
点検～改善

（６）人命に係る重大リスクに対する体制の整備強化

第一四半期100% 各事業所
計画～実施

　　　２）トラック安全装備の導入推進
計画事業所100％ 車輌営業所

把握～計画～予算化～導入

必要時実施 車輌事業所
健診後都度確認

100%実施
計画～実施

100%実施 車両営業所
対象者把握～受診～システム登録

100%実施 車両営業所
対象者把握～受診～システム登録～要治療者受診確認

実施

（５）従業員の高齢化等に伴う健康リスクへの対応強化

①要治療者の治療状況確認および点呼時の健康状態確認
100%実施 該当事業所

100% 各事業所
準備・周知

100% 各事業所

要治療者把握～治療状況確認・点呼確認・2次検診対象者把握・共有・一覧作成・受診管理

継続実施 全事業所

継続実施 全事業所

100% 安全品質環境管理部

必要時実施
親会社との日程調整～受講


